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■招詞 ヨハネによる福音書 11:25-26 「私は復活であり、命である。私を信じるものは、

死んでも生きる。生きていて私を信じるものは誰も、決して死ぬ

ことはない。このことを信じるか。」 

■礼拝の祈り 

天におられるわたしたちの父よ、 

＜礼拝の招きへの感謝＞ 

今朝、この日曜日、主の日も、復活を祝う礼拝をしています。わたしたちが日曜日にささ

げる礼拝はすべて主の復活を祝う礼拝だからですここにいますひとりひとり、それぞれの歩

みをしています。忙しい生活を日々送っている者がおり、あるいは張りがないと思いながら

生活をしている者もいるかもしれません。病気や怪我と戦い、付き合いながら生きている者

がおります。高齢ゆえの悩み、若さゆえの悩みを持っているものもいるでしょう。人には言

えない悩みを心にいだいている者もいるかもしれません。けれども、そのようなさまざまな

自分の歩みの中で、主イエスの復活を仰ぎ、その光の中に立たせていただきたい、と願って

ここに集っています。今日は特に、この主イエスの復活の命が一人の信じる者に洗礼を通し

て与えられようとしています。その当人と、目撃者、証人になりますこの礼拝のすべての礼

拝者が、あなたの御子イエス・キリストの命を見させていただけるそのような驚きと恐れ、

喜びの中にいまこうして礼拝をしています。どうか、この礼拝によって、もういちど生きる

力を与えられ、歩みを一歩すすめることができる、そのような明るい光をあたえてください

ますように。教会に来ることができず、家で祈りをささげているものおります。その祈りも

顧みて天において一つとしてください。 

＜神の御前での罪の告白と悔い改め＞ 

この復活の前には御子の苦しみがあったことを思い起こします。そこで顕になった罪を告

白する思いがここにおいて、深められ、その罪が赦されるという奇跡に目を開かせてくださ

い。洗礼においてまさにそのあなたの救いの御業が行われますように。十字架による赦しと、

復活による希望によって、わたしたちは立ち上がることができる、という確信をあたえてく

ださい。主のご復活喜びを与えられつついまだ罪を犯してしまう自分がいます。しかし、そ

れでわたしたちはすでにあなたの光の中に入れられていることを信じて歩むことができま

すように。 

＜御言葉が語られ、聞かれるため、聖霊の働きを求めて＞ 

そのために、どうかみ言葉を聞かせてください。わたしたちが赦されていることを知るた

めの言葉をあたえてください。いえ、赦しそのものが、御言葉によってわたしたちに与えら

れますように。生きる希望を御言葉、説教と洗礼によって与えてください。そして、主の光

に生かされ、歩みを続けることができるわたしたちがどのように生きるかを、聖霊によって

教えてください。主を見上げ、父なる神を賛美し、栄光を表す生き方を教えてください。わ

たしたちを生かしてくださる御言葉が語られることを信じます。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。  



2026年 4月 19日（主の日）   司式：長倉基牧師 

2 

■教会の祈り 

＜礼拝感謝＞ 

 

＜教会の歩みを守り導いてください＞ 

今日の喜びの日を一歩に加え、これからも礼拝から送り出されて教会は歩みを続けます。

どうかあなたを賛美する心からの礼拝と、主イエスの喜びの福音を宣べ伝える伝道というあ

なたから委ねられた務めを続けさせてください。愚かで弱く、信仰のないようなわたしたち

にはあなたからの務めは重いものですけれど、聖霊によって、これらの業をなしとげさせて

くださると信じます。あなたの栄光があらわされますように。 

教会総会を開こうとしております。昨年度の教会に与えられた恵みを数え、それぞれの働

きの先を祈り求める総会です。この総会を通して教会の歩みが主に導かれ祝福されているこ

とを教えてください。 

＜困難の中にいる人を助けてください＞ 

心や体に病や悩みを覚えている者をお助けください。わたしたちの心と体は弱いのです。

世の医療や介護の助けをかりてもなお、まことの癒しと助けを必要としています。主がとも

にいてくださる信仰を確かにしてください。主イエスにしかまことの希望はありません。主

の救いを確信させてください。 

また、自分の周りのそのような困難の中にいる人たちのために祈る心を与えてください。

執り成しの祈りがわたしたちの務めと信じていのります。 

未だ戦争が続き、また新しい戦争が始まる始末です。途方にくれてしまいます。しかし、

遠いように思える戦地でもまた、弱い人たちが被害を受けています。助けての手をさしのべ

てください。どうかわたしたちをあなたの救いの手としてお用いください。 

＜祈りもまた恵みです＞ 

これから礼拝から送り出されて、それぞれの世の持ち場へと遣わされます。その生活もま

た祈りの中におかれていることを感謝します。あなたが祈るようにと招いてくださるのでわ

たしたちは祈ることができます。祈りもまた恵みです。感謝いたします。 

■祝福 

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にありますよ

うに。アーメン。 


